
塩谷町公共下水道中止について

　塩谷町は矢板市との合併協議が平成16年12月に破綻して以来、自律して独自
の町政運営を行うために、『塩谷町自律計画（平成17年3月策定）』を策定
し、平成17年度～平成22年度の5ヵ年で30億円の歳出削減を計画しました。
　このような、背景から公共下水道事業についても平成１６年度から事業の凍
結を行い、平成22年度の栃木県公共事業評価委員会の意見では「事業の中止が
妥当」ということになりました。
【事業の中止:全体計画面積105ha,計画処理人口3,200人,全体事業費22億円】
　平成21年度策定の塩谷町生活排水処理構想についても、費用比較では集合処
理が有利との判定でしたが、人口減少や財政状況を考慮したところ、482haの
構想を廃止し全町合併浄化槽による処理方法に変更となりました。

　　自律計画による成果
　　　 【町債一般会計残高】

　平成16年度末　７６．８億円
　平成17年度末　７４．３億円
　平成18年度末　７２．１億円
　平成19年度末　６９．２億円
　平成20年度末　６５．４億円
　平成21年度末　６２．５億円
　平成22年度末　５９．６億円見込み
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